
令和５年まちづくり懇談会会議録

開催日時 令和5年2月27日（月）16:00 ～ 17：06

会　　場 新ひだか町役場静内庁舎3階第1.2会議室

自治会名 未開催自治会

出席 者 【町側】

大野町長、田中副町長、久保田教育長、柴田総務部長、藤沢保健福祉部長、

水谷産業建設部長、片山教育部長、米田地域振興部長、渡辺町立病院事務

長、

樋爪企画課長、村岡企画課主幹、田中企画課主査、山下企画課主査　13人

【自治会側】

24人（男性23人、女性1人）

≪顛末内容≫

主　　　な　　　内　　　容

開　　会 16:00～　樋爪企画課長　

町長挨拶 16:01～　大野町長　

　皆さん、お疲れさまでございます。

　外は春らしい感じがしますが寒さが残っています。最近は雪が多く降ってお

りまして、町の予算の除雪費も足りなくなってきています。これ以上降らない

で早く春が来てほしいと思っています。

　一方でコロナの状況ですが、私の方には定期的にどれくらいの方が発生して

いるのか連絡が入ってきています。日高振興局が押さえている数の状況が入っ

てきますが、最近は2人、3人という数値で推移しています。ただし、コロナに

かかっている場所ですが、最近は病院などで発生しておりまして、閉鎖された

空間ではまだまだ感染している状況です。5月8日になりましたら取扱いが変わ

りますが、ご自身の健康のためにはしばらくの間は用心した方が良いではない

かと思います。

　今日は未開催地区の皆さんにお集りいただいておりますけれども、私どもの

方からは1点だけの情報提供になりますがよろしくお願いいたします。

　この際、何かご意見がございましたら最後にお伺いしたいと思いますのでよ

ろしくお願い申し上げます。

職員紹介 16:02～　樋爪企画課長　

資料説明 16:05～　渡辺町立病院事務長

・令和5年度三石国保病院の診療体制に変更について

質　　疑 16:08～　なし
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意見交換

自治会員Ａ

・警察の個人情

　報の開示につ

　いて

藤沢保健福祉部長

自治会員Ａ

16:08～

　私どもの自治会では単独世帯が増えてきている。2年間で単独世帯の方で亡く

なったのが3件あり、その中で警察が入った際に、私の方で警察にお聞きした

ら、警察では個人情報だから教えられませんと返答があった。町としてどこの

セクションで対応するか分からないが、これまで自治会費を納めてもらって亡

くなった最後のお別れをすることに対して、個人情報だから教えられませんと

言うのであれば、自治会長をやっていて行政とのつながりがそこで切れると思

う。セクションはどこなのか教えていただきたい。

　おっしゃられたとおり、老人の単独世帯でお亡くなりになられている方は私

どもにもお知らせいただいております。特に自治会長さんをはじめ、大家さん

から新聞が何日も入ったままになっているなどと連絡をいただいておりまし

て、その都度福祉課で様子を見に行くことにしています。一報は福祉課に連絡

をいただければ我々で対応させていただきます。公営住宅については、福祉課

か建設課に連絡をいただければ我々の方で動きまして、警察と連絡を密にして

対応させていただきますので、近隣の単独の方々で様子が変だと思いましたら

役場ならどこでも良いと思います。基本的には福祉課が担当ですが、役場に一

報をいただければ対応いたしますし、それ以外にも保健福祉センターのも包括

支援グループがありますので、そちらでも相談を行っておりますので連絡をい

ただければと思います。

　役場であればどこでも対応させていただきますので、これからもご協力をお

願いいたします。

　分かりました。去年から3件出まして、警察から近所の方が根掘り葉掘り事情

を聞かれて、最後に私が自治会長として確認するため警察に電話をしたら、個

人情報ですから教えられませんと言われたら、どう対応したらよいかとなる。

役場からも強く警察に言っていただけないでしょうか。私たちの持っているデ

ータの方が皆さんよりも1件1件の個人情報を持っている。自治会としてはそう

いうものに使いませんが、いろいろな形で皆さんとのやり取りができるように

している。できなくなるということは、私たちが自治会を分かっていても何も

意味がないものになる。警察に言っていただきたいのは、個人情報だから扱え

ませんというのは一般の人に言うことであって、自治会長が家庭の事情も知っ

ているから一報を入れているのに、個人情報だから教えられませんと。挙句の

果てに、いつ葬儀が終わったかの連絡もない。いまだに１本も電話がない。途

中で連絡をしているのに警察の方は何て言ったと思いますか。「葬儀はそちら

でやってくれるのですか」と。私もふざけるなと言いたいくらいです。今まで

皆さんに協力してもらって自治会の運営などにも携わってもらい、亡くなって

最後の務めをするのに、そういうことまで気を配ってもらいたい。私たちを守

ってくれる警察官が言う言葉ではない。それで町ではどこかと聞いた。町から

は対応しますのでどこでもいいから言ってくださいと返答をもらった。一般的

に守ってくれる警察官が個人情報ですから教えられませんなんてとんでもない
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大野町長

自治会員Ｂ

・自治会組織に

　ついて

樋爪企画課長

話だ。町からも強く言って、今後こういうことがないように、自治会長からこ

ういうことがあったと言えばわかると思う。

　もう１軒の方は、単独世帯で一緒に住んでない娘さんがたまたまその日に行

けなかったため、母親に電話しても出ないし、どこか行っているのかと思って

家にきたら椅子に座って亡くなっていた。そういう悲しいこともある。押せば

連絡できる機械もあるはずです。そういうことを町で考えてほしいし、町でも

お金がかかることは分かります。今は世帯が60軒くらいあるが、半分くらいが

単独世帯です。家族が地域に顔を出してくれれば良いが、そうではないために

私たちは常に声掛け運動をしようと言っています。朝会ったら挨拶や元気だっ

たかいと声掛けして、みんなが安心して暮らせる町になると私は思う。それが

無くなってくるとどこ行っても何もできなくなるし、協力もできなくなる。町

長からも強く警察に言ってください。よろしくお願いします。

　皆さんが一生懸命声掛けしたり、特に独居の方のところは注意しながら生活

しておられると思いますので、どのような状況で警察が個人情報のことを言っ

たのかは別として、自治会活動の中でこのようなことをやりながら長年支え合

ってきていることがこの町を支えているということは、警察署長にも会うこと

もありますので、改めてそのようなことには気を配ってくださいとお話しをし

ていきたいと思います。個別の事象としてどうだったのかということは分かり

ませんが、一般論としてお話ししていきたいと思っておりますのでご理解くだ

さい。

　自治会の活動している状況を聞いたが、去年の自治会長会議でも出ていた

が、うちの自治会では役員の成り手がいない。自治会活動をやっても参加する

方がいない。前回の総会では、3つの部を2つにする、あるいは何とかお願いし

て自治会活動は何とか運営している。最近になって役員をやってくれた数人の

方が辞めさせてほしいと言われた。前回の総会にも出たが、自治会を解散しよ

うかと話しが出ました。部を再編してやってきたが、そういう話しが出てしま

うと解散ということの話しになる。役員が辞めることは会長にも上がってきて

いますが、後日役場の担当に相談に参りたいと思うが、自治会が活動しないと

なった場合は、自治会費や広報の配布、ごみ箱の管理などいろいろなことが自

治会を通じてくるものがある。それはどのようになるか。うちの自治会ばかり

でなくて、他の自治会でもあると聞いているが、今後自治会活動に対してどの

ように対応するのか聞きたい。

　自治会は、地域で暮らす方々が支え合いながら住みよいまちづくりのための

活動を自主的に行う任意の住民組織であり、解散することについては町が直接

関与するものではないのですけれども、しかしながら自治会は行政と住民の

方々とのパイプ役ということなどから、大変重要な役割を担っていただいてい

ると認識しています。町としても今後も引き続き存続していただきたいと考え

ております。
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自治会員Ｃ

樋爪企画課長

自治会運営においては、自治会長さんをはじめ、皆さんが大変ご苦労されてい

ることは十分に理解しておりますが、いくつかの自治会長さんからも役員の成

り手がない、役員が高齢化している、会議や行事への参加も少ない、広報の配

布についても非常に手間になっている話しをいただき、どうしたら良いかとい

う相談が何度か来ていただいている状態です。この状況は全国的に見ても、人

口減少や自治会への未加入世帯が多いこと、役員の成り手がいないことなど、

大きく問題となっています。更にコロナもあって、地域の交流のあり方も非常

に変わってきているということで、町においてもこの状況をそのままにしてお

くことはいけないだろうと認識してはおりますが、現在のところ、これらに対

する打開策は見出せていないという状況であります。ただ、町としましては引

き続き自治会が存続できる仕組みづくりを検討していきたいと考えており、い

ろいろなアイデアをいただきながら存続できるような形、もしくは新しい形を

見出していきたいと考えています。

　例えば、解散した場合ですが、町広報の配布につきましては、役場や町有施

設に設置しているほか、一部の銀行や郵便局、スーパー、コンビニなどに設置

しておりますので、個々で取得していただくことになります。そのほか、ホー

ムページに掲載しておりますので、そちらをご覧いただく形になります。

　ゴミステーションの管理については、町で設置の補助をしていますが、自治

会やアパートなどから申し込みをいただいて助成していますが、個人の方から

の申請は受け付けていない状況です。

　環境整備については、ごみ拾いや草刈りなどを実施していただいていると思

いますが、そこを町で実施する考えは今のところないというところです。

　また、安心安全の関係ですと、災害などの有事の際には役場ですぐに動けな

いというところもございますので、住民同士の共助が必要であり、地域の方で

声を掛け合っていただくということが大変必要だと考えております。

　いずれにしましても、町としましては引き続き検討していきたいと考えてお

ります。

　お話ししていただいた方は自治会を運営するのに悩まれている。それを実感

していただきたい。冒頭で町は直接関係ありませんというようなニュアンスに

聞こえるようなお話しでした。皆さん悩んでいます。何とか町の一つの核とし

て自治会を運営していきたい、お手伝いもしたいという思いをたくさん持って

いらっしゃる。悩んでいる自治会長がここにきているのですからそれを受け止

めていただいて、それをどうやって解決するか皆さん自治会によって全然違う

と思う。それを理解していただいたうえで協力していただくということをして

いかなかったら、自治会は本当に崩壊しますよ。自治会が崩壊したらまちづく

りができないのではないですか。

　おっしゃるとおりだと思っております。役員の成り手がいない、役員以外メ

ンバーが集まらない、役員会すらも開催が危ぶまれているという声も聞いてお

ります。私どももそれらの声を直接自治会さんからアンケートなどして聞いた
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自治会員Ｄ

・ごみステーシ

　ョンについて

樋爪企画課長

自治会員Ｄ

樋爪企画課長

自治会員Ｄ

柴田総務部長

自治会員Ｄ

藤沢保健福祉部長

ことはありませんが、今後そういった切実な声、それぞれ自治会さんが取り組

まれている活動もとどまってきていると思いますので、調査をさせていただき

ながら検討していきたいと考えております。

　冒頭で突き放すような言い方というところで、そのような印象を与えてしま

ったということについては大変申し訳なく思いますが、私どもも重要な役割を

担っていただいているということを十分認識しているところでありますので、

引き続きよろしくお願いいたします。

　オーダーを少し下げさせてください。高いところの議論になっていて、理想

的な話しか出てこないので、オーダーを少し下げて聞きますけれども、町内全

体で何世帯あるか正確にわかりませんが、全員が自治会に入っているわけでは

ないですよね。入っていない世帯には広報は渡ります。では、ごみ収集のこと

は曖昧だったので、入っていない世帯は町としてごみ収集はしないのですか。

個人への助成はしないという話しはしていましたが、自治会に入っていない世

帯はごみを出すときはどうやって出すのですか。オーダーの低い話しからして

いってくれないと100％自治会に入っているわけではないですから。そこのとこ

ろを積み上げていってやらないとどうにもならない。

　ごみの件は、新たな設置という部分で助成をしているというところですの

で、既に設置されているところは収集に回っていると思います。

　それはわかりましたが、入っていない人はどこにごみを出せばいいのです

か。

　基本的にはご自身でうまっくりんに持って行ってもらうことになります。

　入ってない人は収集してくれないということですね。

　ごみ収集を町から委託を受けている業者については、自治会に入っている方

のごみか、入っていない方のごみか分からないので、定例的に回っているとこ

ろに集められたごみは今後も回収します。そこに自治会さんが自治会に入って

いない方のごみを置かせているのか、置かせていないのか把握はできていませ

んし、管理は難しいので、たぶん置いているのかなと思います。自治会に入っ

ているか入っていないかに関わらず、平時に回っている収集場所に集まってい

れば持っていくのが現状です。

　自治会に入っていない人には、町の助成と会費でごみステーションを設置し

ています。だから入っていない人は入れないでくださいと言ったときに、その

人はごみ処理場まで持っていくのですか。具体的に教えてください。そこが明
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自治会員Ｄ

柴田総務部長

自治会員Ａ

確にされていないので。

　基本的には、皆さんにはごみステーションにごみを捨てていただいていると

思います。ごみ収集の委託業者にはゴミステーション、ごみステーションがな

いところはネットを使って場所をきちんと指定していただいて捨てていただい

ております。新たに入ってきた方で自治会のごみ箱には入れられない、近くに

ないのでごみを捨てる場所がないということであれば、役場に連絡をいただけ

れば、収集場所を指定させていただいて、町から業者に連絡して収集をさせて

いただく仕組みになると思います。ただし、ごみの収集場所をたくさん作る

と、経費のこともそうですが、収集する時間帯が相当かかりますので、できる

限り場所は指定させていただきたいと思います。ごみを捨てるときには、町の

指定ごみ袋を使っていただき、お金をいただいておりますので、基本的にはわ

ざわざごみ処理場に持っていくのではなくて収集はさせていただきたいと思っ

ております。

　私がオーダーを下げて細かい話しをしたのは、自治会そのもののあり方や自

治会に対する町の理想的な話しではなく現実的な話しです。障がい者の避難な

どの研修に出ると必ず自治会の協力と入っている。いろいろな意味で自治会は

重なってきていると思うが、高齢者の避難を自治会みんなで協力という話しを

しても、自治会が高齢化していたら自分で逃げるのがやっとです。そういう実

態も十分分かって話しをしていると思いますが、形式上そのようにしなければ

ならないということも分かります。しかし、現実にはそういう状況になってき

ているということも踏まえた中で、町としての自治会に対する基本的な考え方

というのをきちんと聞きたい。

　現在それに対しては具体的に我が町にだけ特別な事象が発生していて、それ

を解決すればこうなりますというものがあればやりやすいのかもしれません

が、正直解決策がないというのが現状です。それはいろいろな要素が絡み合っ

ていると思います。地域の方の人の繋がりを求めていない人たちがいる中で、

自治会に対してメリット、デメリットだけでこのことを判断されると、先ほど

のごみの問題もそうですが、自治会に入るメリットは何なのかという問題にな

ります。中には地域の繋がりがほしいが、若い人が来るとすぐに役員を押し付

けられるとか、そういう点もあるでしょうし、様々な要素が絡み合っているの

で、一概にこうして解決できますとは申し上げられませんが、企画課長が何度

も申し上げているように行政運営にとって、まちづくりにとって自治会の皆様

という存在が非常に重要な要素だということは確かでございます。それを我々

がどのように解決に向けて関われるのかということは安易には答えられません

が、今後もいろいろ勉強をしていきたいと思いますし、検討もしていきたいと

思います。私の父親も自治会長をやりながら生活館の管理人もやっておりまし

て、誰も変わってくれない状況が何年も続いております。おっしゃっているこ

とは私も重々分かっておりますので、何か良いムードづくりや気運づくりも考
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柴田総務部長

えながら、若い方々が関わってくるような仕組みを作っていかないと難しいと

思いますので、そこは勉強させていただきたいと思います。積極的に関わって

いきたいと思いますので、アイデアもいただければと思います。

　1点目に、私が会長を受けたときには80戸以上の世帯があった。それが今は

60世帯ほどに減ってきている。町でどれだけ把握して自治会から意見が上がっ

てきたら、そこの地域を合併させるか、それも町の指導ではないかと思う。御

幸町は第1から第6まであるが、その区域も昔の道路の区切りで切ればいいのに

2丁目と3丁目の家の間で切ったりしている。良い機会だから町で見直して、5年

ほどの計画を作って地域の割当てを一定の世帯数の範囲で再編するなどして、

極端に減ってきたら合併するなどして、高齢化してくるとだんだん自治会活動

ができなくなる。

　2点目はごみの件ですが、そういうことなら自治会に入らないで、ごみステー

ションに出さないで持って行ってもらったらごみステーションの掃除をしなく

て良いという考えになってしまう。行政側はそういうことは見ていないと思

う。ごみステーションは、自治会の何人かの当番制できちんと掃除してくれて

いる。自治会に入らないで行政に連絡してごみの指定場所が増えるとどうなる

か。そういう考えでなく、これからまちづくりを何とかしていくのであれば、

もう少し力を入れてほしい。うちの自治会にも大きなアパートが何軒もある。

そうした人たちのところにも私がチラシを作って回った。中には自治会に入り

たいという人も何人かいる。私の考えとしては、アパートを建てたら行政が家

賃として団体扱いとして安い会費で自治会費をもらう。その代わりにごみはス

テーションに置いてくださいというように行政の方からも歩み寄っても良いと

思う。そういう時代がきていると思う。そういう現場を見ているのか。ごみス

テーションの掃除などをきちんと見て、行政の方で指導していただきたい。そ

うしないとマンションは建っても自治会に一切入りません。ごみは出しますと

なる。それは衛生面にも良くない。そういう問題をどこで指導するかというこ

とになる。行政が歩み寄って協力してもらえないだろうかということもやって

も良いと思う。私たちも自治会に入ってくださいとチラシまで作って一軒一軒

回っています。

　役員も高齢化になってくると役員をやる人が実際にいない。前から町長に言

っていますが、役場退職者が積極的に地域の貢献のためにやってくださいと言

っても、退職してやってくれるかと思ったらやってくれない人もいる。

　アパートなどがあるところは建てたときから行政が指導に入っても良いと思

う。家賃の一部として払うことも考えるべきだと思う。少しでも入れば、自治

会でも役員手当も出せる。あるところで聞いたが、役員手当を出しているとこ

ろもある。私たちはボランティアとして一切もらっていないが。結構な金額を

出しているところもある。そういうこともなかったら今の人たちはやらないで

す。そういうところも行政で勉強してもらいたいのでよろしくお願いします。

　お気持ちとしてはとてもよく分かります。私も自治会の総務部長をやってい
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自治会員Ｂ

・役場組織につ

　いて

柴田総務部長

自治会会員Ｂ

柴田総務部長

自治会員Ｆ

・災害時の避難

　所について

柴田総務部長

ますし、こちらにいる職員もほとんどが自治会役員をやっていると思うので、

自治会のことは重々承知しています。

　しかし、自治会に対して我々も強制力を持ったことが言えるのかということ

については難しい面もあって、自治会に入らないとお金を取るということの関

係性づくりはいかがなものかと思いますので、今のご意見も含めて自治会活動

が継続していけるようなものをどう作っていったら良いか勉強しなければなら

ないと思いますし、皆さんからもこういう取り組みをしたいですとか、そうい

うお話しがあれば、いつでも企画課でお話しを伺いますので、是非お声掛けを

いただきたいと思います。ご意見として承っておきたいと思います。

　現在自治会について話しが出ているが、町は企画課が担当しているというこ

とだが、このように自治会から話しが出た場合、自治会をどうしていくかとい

う組織は現実にはないのか。こういう意見がたくさんあるということについ

て、役場ではこれから現実には大変な自治会がたくさん出てくるということに

なれば、これから委員会のような組織を立ち上げる気持ちはないのか。

　おっしゃられた委員会のようなかしこまったものを作る考えはもっていない

です。現実に企画課で自治会の解散など様々な相談を受けながら、必要であれ

ば役場の音頭で話し合う場を作ったり、話しが先に進むサポートなどもしてい

ます。最近は残念ながら解散する話ししかきておらず寂しい状況ですが、先ほ

ど意見のあった自治会同士の合併などもあります。一番良いと思うのは、隣の

自治会長さん同士が一緒になるという話しで合意すれば何も問題ありません

が、難しいので役場で音頭を取ってほしいということであれば、我々も動きま

すのでお声掛けいただきたいと思います。いつでも自治会運営でお困りのこと

があれば企画課にご相談いただきたい。我々もどこまでできるか限界はありま

すが、いつでも相談にいらしていただきたいと思います。

　現実に役員の成り手がない、役員を辞めると言われたときに、今でも目一杯

で重要なポストの方が辞められたときに自治会は存続しなくなってしまう。そ

れが現実です。

　残念ながら解散してしまった自治会は存在していますが、ごみや広報の問題

があって、自治会は無くすけれども、そこだけは当番制で続けている地区もあ

ります。関わる方々のお気持ちもありますから結果は一様ではないですが、今

後のことも踏まえて皆さんが納得する結論に落ち着くところの中間で行政が話

し合いに関わることはできますので、解散はしてほしくないですが、自治会長

が一人で抱えて抱えきれない状況であればお話しを伺いたいと思いますので、

いつでもいらしていただきたいと思います。

　昨年の大雨災害の避難所の件で、避難所が静内三中と山手体育館に設置され

避難するよう町から避難指示が出た。ハンドブックでは、大雨の場合は地区毎
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自治会員Ｆ

柴田総務部長

自治会員Ｆ

柴田総務部長

の避難場所で、避難指示が出れば避難所になるが、前回は氾濫の恐れがあると

いうことで、指示が静内三中と山手の広い中で特定されたため遠くて大変だっ

た。地震や津波は分かるが、これからの大雨災害の場合も、地震や津波と同じ

ような避難所になる計画なのか知りたい。

　

　昨年6月と8月に大雨がありまして、8月には避難指示を出しました。その時の

状況によって安全と考えられる場所は変わってくると思う。今回のケースは雨

が止んでいて、今後もこれ以上強く降ることはないであろうという中で、ダム

の水の放流が続いていたため水嵩が増して、川が溢れるという危険性だけがあ

りました。その後の市街地の雨量が増えるということはない状態でしたので、

それらを踏まえて避難をしていただくエリアを決め、そのエリア外に避難所を

設けた結果、あのような形になりました。これが雨の時はあそこだと思ってし

まっては困るので、その時のケースに応じて臨機応変に変わります。今回はこ

の避難所は適切でないと思えば指定しませんし、皆さんの移動を考えると近い

方がよろしいと思いますので、お近くに安全な場所が確保できればそこを指定

したいと思います。

　3月には、一般的な浸水区域やそのエリア内にある避難場所を記載した新しい

防災ハンドブブックを3月25日発行の町広報と一緒に配る準備をしています。そ

こで国や北海道が新たに示した津波の浸水区域などを踏まえて改訂を加えて皆

さんにお知らせしたいと思っています。その中で、どの場所を避難場所として

指定するのかということは、状況によって変わります。あえて遠くを指定し続

けるということはありませんのでご理解いただきたいと思います。

　新しいハンドブックを見ていないので分からないが、大雨の場合は、緑町地

区は静内小学校が避難場所です。今回避難場所を飛び越えて避難指示が静内三

中になったので皆さんが大変だった。できれば地区に避難する場所が町から指

定されていましたから、同じように指定されるのであれば、優先的に近隣の避

難場所にならないかと考えております。

　これまで指定していた施設については、支障がない限りはそのまま指定する

と思います。お近くの避難場所が安全に使える状態であれば避難場所として指

定することはあると思いますが、今回のケースは静内川が氾濫するかもしれな

いという想定の中で、緑町、吉野町、青柳町近辺一体の避難場所は指定できな

いであろうという判断のもとに少し遠くまで行っていただく判断をさせていた

だきました。今後も近くに安全な場所が確保できるのに遠くにしようとは思っ

ていませんが、避難所運営のこともあるので、指定している施設を全て開設す

ることは対処も難しいし、遅れも出てしまいますので、大きなところをいくつ

か指定しながら状況によって徐々に拡大していくという措置になると思いま

す。

　防災の講習会に行くと、自治会として遠くまで行くのは危ないとなると、学
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自治会員Ｆ

自治会員Ｇ

・防災アンケー

　トについて

柴田総務部長

自治会員Ｇ

校が避難場所であれば、管理人がいなくてもドアを破ってでも入れと指導を受

けている。そんなことはしませんが、大雨で静内川が氾濫の危険であれば避難

所で一括指示が出ますか。

　雨によってどのエリアが避難すべき場所になるかにもよりますが、例えば緑

町に住んでいる一帯の方が避難すべき状態にあって、近隣の静内小学校に安心

して逃げていただけるとなれば、大きな学校施設であれば優先的に避難所にな

るケースがあります。保健福祉センターになるかもしれませんが、状況によっ

て確実にそこを避難場所に指定しますという断言はできませんが、状況を見な

がら臨機応変に判断していきたいと思います。

　学校の防災学習も、子どもたちも学校がだめなので、高層の公営住宅や静内

三中に行ったり学校の防災計画も大変です。自治会も合わせていますが、その

当たりを統一できれば助かります。静内小は3階建てで上にフェンスあるのにだ

めなんだとなります。静内三中に行くとなると遠いため制限される。高齢者が

多くて避難できないとなります。その辺りをご配慮いただければと思います。

　防災のお話しがでましたので、防災のアンケートについてと、先日のＳＮＳ

で起きた児童の誘拐事件について、教育長にお聞きしたいと思います。

　防災のアンケートの件については、山手小学校が無くなるため防災倉庫とし

て3階を使えないか。1階に防災グッズを展示して、皆さんに知れ渡るような会

場にしてほしい。2階は事前にダンボールベットを設置し、避難できるようにし

た方が良いのではないかという意見を出しました。

　桜丘小学校も無くなるので、事前に避難した方がいるのであれば、そこに町

の職員を配置し、スクールバスなどを置いておいて、そこに避難ができるよう

にしておけば良いのではないかという意見を総務課に提出した。

　また、坂道の途中に海抜の高さを書いて、中間地点にもあった方が良いので

はないかという意見も出した。返答はもらっていないが考えていただきたい。

　アンケートのご協力ありがとうございました。山手小学校を避難場所に固定

して事前にセッティングをしておくということは、災害が起きた時にどのエリ

アの住民をどこのエリアに逃がすかということは水物で一概に固定できませ

ん。地震が起きた場合もなおさらそうですが、その時の建物の状況にもよりま

すし、津波の到達時間や予想区域にもよるので、山手小学校に逃げることが安

全だという意識付けをすることが住民の命を守ることになるのかというと疑問

が残るところがあります。そのため、備蓄倉庫を設けて、その時に最も適切な

場所を避難場所にして、そこに速やかに避難環境を作ることをしています。先

ほど防災教育で日頃から防災グッズを見られる機会は作っていかなければなら

ないと考えております。

　また、坂道の途中の海抜の件は、予算も関係するのでいい加減な返答はでき

ませんが、自分の今いる場所がどのくらいの高さかを見られるところが多けれ
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・学校での教育

　方法について

久保田教育長

自治会員Ｇ

久保田教育長

ば多いほど良いと思いますので、その充実も持ち帰って担当と検討したいと思

いますので、即答できることはないがご意見として検討したいと伺います。

　あとのことも考えて話しをしているが、行くところがなく避難してきた人た

ちのために、とりあえず待機してもらったり、食べものなどを用意しておけば

良いのではないかと思います。

　桜丘の意見は、自主的に避難したいという人がいれば、事前に職員が待機し

ていて電話がきたところを回れば、高齢者や体が不自由な方にもすごく良いの

ではないかと思い話しをしました。

　教育長にお話ししたいのは、先日あった10代のお子さんが誘拐にあった事件

について、学校ではどのように協議されているのか。今はいろいろなことがで

きる時代になっている。学校では子どもたちにどのように教育しているのかお

聞きしたい。

　ご質問ありがとうございます。今お話しが出た件も含めて、子どもたちはス

マホなどのメディアに触れる機会が大変多くなっています。今に始まったこと

ではありませんが、かなり前からそれぞれの学校の中では、ＳＮＳやスマホの

取り扱いに対しては、かなり時間をかけて指導するようにしています。これは

子どもたちだけではなくて、保護者も含めＰＴＡなどの活動の中でも講師の方

を呼んでメディアに対する取り組みに対して指導するようにしています。来年

度からはアウトメディアといって、子どもたちはスマホやゲームに触れる時間

が長いです。それをセーブするような取り組みをＰＴＡや学校合わせて町全体

の取り組みとして来年度から進めていきたいと思っています。

　いろいろな機会で事件や事故が他で起きていますが、各学校ではその都度、

朝の会などで取り上げて指導するようにして、同じような事件に巻き込まれな

いよう日常的に指導を行っています。

　スマホに関してはいじめなどのこともありますので、そういう教育もやって

いただきたいと思います。

　子どもたちの安心安全を第一に考えておりますので、今後もいろいろな形で

地域の方のご協力をいただいて進めていきたいと思いますでどうぞよろしくお

願いいたします。

閉会挨拶 17:03～　大野町長　

　どうもありがとうございました。

　正直な感想を述べさせていただきます。自治会の問題ですが、私が聞いてい

て寂しくなりました。恐らく皆さんがこれまで頑張ってきて、これ以上頑張れ

ないというところが出たのかと思います。

　ごみステーションの話しも、カラスが寄ってくるところは、カラスがくちば

しでつつかないようにダンボール箱を張って止めるなど、いろいろな工夫をし

ている姿を見てきています。ごみステーションの管理をすることはとても大変
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なことです。散らかれば自分で掃除しなければならない。皆さんがこれほど自

治会に対していろいろなことをやってくれて、いろいろなお声をいただいたと

いうことは限界がきているということだと受け止めておりますけれども、恐ら

く抜本的な対策はないと思います。今は札幌市などいろいろなところでも条例

を作っています。条例を作っても自治会活動が今まで以上なものになるかいう

と本当に難しいと思います。ですからこの問題について対策は何をやるかは難

しいですが、まちづくりというのは人と人とのつながりだと思っていますの

で、そこが希薄になってきているということが一番の障害になっていると思い

ます。例えば、公園で遊んでいる子どもが悪いことをしたら怒れない時代にな

ってきています。怒るような人付き合いができる地域であってほしいと思いま

すので、体がきく限り自治会活動をお願いしたいと思いますし、その間にまち

づくりをどうしていくかということは役場で責任を持って検討していきたいと

思いますので、頑張っていただきたいとお願いを申し上げてご挨拶とさせてい

ただきます。

　今後ともよろしくお願い申し上げます。

閉　　会 17:06　 終了
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